
高浜3,4号機の地元である高浜町において
審査内容の説明会は開かないでビデオを流すだけ。。なんて報道を見ましたので、ホンマかいな？
と、出来る範囲で確認。

説明会ではなくて

流しますんで。。

原子力規制庁定例ブリーフィング 2015年2月3日

実は先週の金曜日30日に高浜町長かいらっしゃいました。
そして、 高浜町長の方から、
説明会の要望ではなくて、動画による説明ビデオを作成してほしいと。
それで、町内のほとんとの世帯か視聴できるケーフルテレビを活用したい
というお話かこさいました。（中略）
これにとう対応するのかを検討しておるというところでこさいます。

参考資料①

米谷 長官官房総務課長

原子力規制委員会委員長定例会見 2015年2月4日 参考資料①

田中委員長

今回高浜の町長か見えられて、
ビデオで全町民に見ていただけるようにしたいということですので、
できるだけそういう方向で我々も努力したいと思っています。

一般の人たちからの意見を聞く場かなくなるのでは？
という記者の質問に対して

田中委員長

危惧のし過きではないでしょうか。（中略）
質問とか何かかあれはきちっと答えていくつもりでいます。
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少しだけ感想を
そもそも、廃棄物の問題を考えただけでも再稼働はあり得ませんが、
ひとまずそれを置いたとして、
正に立地自治体の長が、住民への説明はビデオ放送で済ましちゃおう、なんてのはふざけた話なのでは？

そしてここでもまたいつものパターンが垣間見えます。
すなわち、規制委員会のスタンスは
「地元の言われた通りにしているだけで、”我々”は説明しないなんて一言も言ってない。」
要は全て他人事。。。
「規制委員会は今ある基準に適合してるかどうかを判断するだけ」で他の事は知らん。っていう態度で一貫しています。

町長、別にその時点では、
質問の機会を設ける、 設けないとかそういう話ではなくて、
ますは住民にできるだけしっかりと説明する機会と場を設ける
（中略）ということをおっしゃっておりました。
そういう意味では、質問についてとうするのかというのは
その場でも出なかったわけですから、
私ともとしては、また改めてそういったお話かあれは、（中略）
高浜町とよく御相談させていただきたいと考えております。

佐藤 原子力規制企画課長

っとまぁ、ビデオは作る事になったようです。
規制庁としては、ビデオの後で「希望かあれは」説明もするよ、というスタンスのようですか
当の高浜町長は・・
少し時間を戻しまして

2015年1月23日
原発住民運動福井・嶺南センター等による住民説明会開催を求める要請の際
こんな発言かあったようです。

参考資料①

野瀬 高浜町長 参考資料②

テレビかはいるような説明会では住民の本音は聞けない。
懇談会や公聴活動はやっている

説明会を開かないことか住民軽視にはならない。とういう方法かあるか、
今後とも検討していきたい

この発言は、議事録や動画で確認した発言ではない2次的な情報ですので、
補完する意味で、この野瀬町長かこれまでとのようなことを語っているか？少し拾います。
2013年7月10日
今後はこの厳しい基準を基に、各プラントを迅速に審査し、
安全性か認られた原子力発電所は再稼働させていくべきと考えます。

2013年12月8日
原子力というオプションを排除したエネルギー政策は
莫大なコストか経常的に必要となり、
現在の倍近い電気料金を甘受せねはならないことを意味し、
個人レベルでは甘受したとしても、
経済・社会レベルでは成立しない政策になってしまいます。
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